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令和７年度 理科 １年 年間指導計画・評価計画 
 

＜１＞ 教科の目標 

 自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うなどを通して、自然の事物・現象

を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付け

るようにする。 

（2）観察、実験などを行い、化学的に探究する力を養う。 

（3）自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。 

 

＜２＞ 各分野の目標 

１分野 

物質やエネルギーに関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）．身近な物理現象 

身近な物理現象についての観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 身近な物理現象を日常生活や社会と関連付け理解し，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

イ 身近な物理現象について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，光の反射や屈折，凸レンズの働き， 

音の性質，力の働きの規則性や関係性を見いだして表現すること。 

 

（２）．身の回りの物質 

 身の回りの物質についての観察，実験などを通し，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 身の回りの物質の性質や変化に着目し理解しながら，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

イ 身の回りの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，物質の性質や状態変化における規則性を 

見いだして表現すること。 

 

２分野 

生命や地球に関する事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）．身近な生物についての観察，実験などを通し理解し，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 生物の共通点と相違点に着目し，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

イ 身近な生物についての観察，実験などを通して理解し，生物の共通点や相違点を見いだし，生物を分類するための観点 

や基準を見いだして表現すること。 

 

（2）大地の成り立ちと変化 

 大地の成り立ちと変化についての観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 大地の成り立ちと変化を地表に見られる様々な事物・現象と関連付け理解し，観察，実験などに関する技能を身に付ける。 

イ 大地の成り立ちと変化について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，地層の重なり方や広がり方の 

規則性，地下のマグマの性質と火山の形との関係性などを見いだして表現すること。 

 

 

 

＜３＞ 評価の観点及びその趣旨 

知識・技能 自然の事物・現象についての基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観

察、実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を

身に付けている。 

思考・判断・表現 自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって、観

察、実験などを行い、得られた結果を分析して解釈し、表現

するなど、科学的に探究している。 

主体的に学習に取り組む態度 自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり振り返

ったりするなど、科学的に探究しようとしている。 
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＜４＞ 観点別評価の評価基準と評定 

観点別 

評価基準 

 

 Ａ 十分に満足できる状況である。（８０％以上） 

 Ｂ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 Ｃ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 

 

 

評 定 

 

 

 ５ 十分に満足できる状況であるもののうちで、特に程度の高いもの。（９０％以上） 

 ４ 十分満足できる状況である。（８０％以上） 

 ３ おおむね満足できる状況である。（５０％以上） 

 ２ 努力を要する状況である。（５０％未満） 

 １ 一層努力を要する状況である。（２０％未満） 

＜５＞ 指導上の配慮事項 

 ① 生徒の言語活動を充実させる指導。     

 ② 体験的な学習や問題解決的な学習。  

 ③ 学習の見通しを立てたりする学習。学習を振り返ったりする学習。 

 ④ 個に応じた指導の充実。 

  以上の項目に重点を置き指導を行う。 
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１．新田担当分 

単元１ 生物の世界 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら，生物の観

察と分類の仕方，生物の体の共

通点と相違点を理解していると

ともに，それらの観察，実験な

どに関する技能を身に付けてい

る。 

身近な生物についての観察，

実験などを通して，いろいろな

生物の共通点や相違点を見いだ

すとともに，生物を分類するた

めの観点や基準を見いだして表

現している。 

 いろいろな生物とその共通点

に関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返

ったりするなど，科学的に探究

しようとしている。 

 

 

１章 身近な生物の観察（4時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

  いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら，生物の観

察，生物の特徴と分類の仕方につ

いての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身に付

けている。 

生物の観察と分類の仕方につ

いての観察，実験などを通し

て，いろいろな生物の共通点や

相違点を見いだすとともに，生

物を分類するための観点や基準

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

  生物の観察と分類の仕方に

関する事物・現象に進んで関わ

り，見通しをもったり振り返っ

たりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時数 項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

３ 

1 校庭や学校周

辺の生物 

〈様々な環境の

中にそれぞれ特

徴がある生物が

生活しているこ

とを見いだし，

観察器具の扱い

方観察記録の取

り方を身に付け

る〉 

 

【観察 1】校庭周

辺の生物の観察 

「校庭周辺の生物

を観察して，生物

の特徴を調べる」 

★ルーペや双眼

鏡，双眼実体顕微

鏡の操作，スケッ

チの仕方や観察記

録の取り方を身に

付けている。 

★生物の生活は環

境と深く関わって

いるということを

理解し，その知識

を身に付けてい

る。 

・身のまわりの生

物について見通し

をもって観察し，

いろいろな生物の

特徴をとらえ，共

通点と相違点を見

いだして表現して

いる。 

・いろいろな生物

の生活や特徴と，

生活環境を関連付

けてとらえる。 

★学校の周辺に生

活している生物の

観察を行い，生物

の生活を自然環境

と関連させてみよ

うとしている。 

１ 

2 生物の分類 

〈観察した生物

を比較し見いだ

した共通点や相

違点から，生物

が分類できるこ

とを理解し，分

類の仕方の基礎

的な技能を身に

付ける〉 

【実習1】生物の

分類 

「生物を分類する

」 

★いろいろな生物

を比較して見いだ

した共通点や相違

点を相互に関係付

けて分類できるこ

とを理解し，分類

の仕方の基礎を身

につけている。 

★色，形，大きさ，

生息場所，殖え方，

養分のとり方などの

特徴に基づいた観点

で分類の基準を設定

し，観点や基準を変

えると分類の結果が

変わることを見いだ

している。 

・生物の特徴に興味

をもち，生物の分類

に進んで関わり，観

点や基準をいろいろ

と変えて分類を試し

てみるなど，科学的

に探究しようとして

いる。  
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単元の評価基準 ２章 植物のなかま（9時間） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

いろいろな生物の共通点と相違点に

着目しながら，植物の体の共通点と

相違点についての基本的な概念や原

理・法則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身に付け

ている。  

 植物の体の共通点と相違点につい

ての観察，実験などを通して，いろ

いろな植物の共通点や相違点を見い

だすとともに，植物を分類するため

の観点や基準を見いだして表現して

いるなど，科学的に探究している。  

 植物の体の共通点と相違点に関す

る事物・現象に進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。  

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 種子をつくる

植物 

Ａ花のつくり 

Ｂめしべと果実の

つくり 

Ｃ 葉や根のつく

り 

Ｄマツやイチョウ

のなかま 

〈いろいろな植物

の花の観察を行

い，その観察記録

に基づいて，花の

基本的なつくりの

特徴を見いだすと

ともに，葉や根の

つくりの観察を行

い，植物の体の基

本的なつくりを理

解し，共通点や相

違点に基づいて植

物を分類できるこ

とを理解する〉 

【実習 2】花のつ

くり 

「花に共通するつ

くりを見つける」 

【観察 2】果実の

つくり 

「花のどの部分が

果実や種子になる

か調べる」 

 

【観察 3】植物の

葉や根のつくり 

「植物の葉や根の

つくりの共通点や

相違点を調べる」 

 

【やってみよう】 

「マツの花のつく

りを調べてみよ

う」 

 

 

 

 

"★花の基本的なつ

くりについて理解

し，知識を身に付

けている。 

★被子植物と裸子

植物の特徴を理解

し，その知識を身

に付けている。 

★ピンセットなど

を用いて花を解体

し，花のつくりの

標本を作っている 

 

 

 

 

 

 

"★身近な花や，葉

や根のつくりの共

通点や相違点を見

いだし，植物の基

本的なつくりをま

とめ，表現してい

る。 

★裸子植物と被子

植物を比較して，

相違点を見いだし

てまとめ，表現し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身近な花のつく

りに興味をもち，

いろいろな花のつ

くりを科学的に調

べようとしてい

る。 

・葉脈や根の様子

を芽生えの様子と

関連付けて科学的

に探究しようとし

ている。"★酸化に

ついて基本的な概

念や原理・法則を

理解し，知識を身

に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 種子をつく

らない植物 

3 植物の分類 

〈種子をつくら

ない植物は胞子

をつくることを

知る。また，植

物の特徴をもと

に様々な植物を

分類し，その結

果をまとめて活

用している。〉 

【やってみよう】 

「胞子のうを観察

してみよう」 

【やってみよう】 

「植物を分類して

みよう」" 

・様々な植物につ

いて，多くの共通

点や相違点を適切

に示し，植物を分

類するための知識

を身につけている 

・植物を分類して

いく過程で，例え

ば花弁の数や葉の

形状などが，同じ

なかまの分類の観

点となることなど

を見いだし表現し

ている 

・これまでに学習

してきた植物につ

いて，どの植物も

例外なく分類でき

る図や表を主体的

に作成しようと，

様々な観点で試行

錯誤している。 
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単元の評価基準 ３章 動物のなかま（8時間） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 いろいろな生物の共通点と相違点

に着目しながら，動物の体の共通点

と相違点についての基本的な概念や

原理・法則などを理解しているとと

もに，科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身に付

けている。  

 動物の体の共通点と相違点につい

ての観察，実験などを通して，いろ

いろな動物の共通点や相違点を見い

だすとともに，動物を分類するため

の観点や基準を見いだして表現して

いるなど，科学的に探究している。  

  動物の体の共通点と相違点に関

する事物・現象に進んで関わり，見

通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしてい

る。 

 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  動物の体

のつくり 

2 脊椎動物 

Ａ 脊椎動物

の特徴 

Ｂ 体のつく

りと食物 

〈脊椎動物の

5つのグルー

プの体のつく

りやふえ方な

どの特徴を，

それぞれの生

活の場所や生

活の仕方と関

連付けてとら

える。また，

哺乳類は食性

によって体の

つくりに相違

点があること

を理解する〉 

【やってみよう】 

「イワシとエビの

体のつくりを調べ

よう」 

【やってみよう】 

「脊椎動物の特徴

をまとめてみよ

う」 

【やってみよう】 

「哺乳類の体のつ

くりを比較してみ

よう」" 

 

 

 

 

★脊椎動物の5つの

グループの分類の

観点を理解し，体

の表面などの特徴

が，それぞれの生

活の場所や生活の

仕方と密接に関わ

っていることを理

解している。 

★身近な動物につ

いても，どのグル

ープに当てはまる

か分類するための

知識を身に付けて

いる。 

" 

★脊椎動物の 5つ

のグループの特徴

を表などに整理

し，それぞれの生

活の場所や生活の

仕方と関連付けて

まとめ，表現して

いる。 

"・いろいろな脊椎

動物に興味をも

ち，それらの動物

の特徴に進んで関

わり，科学的に探

究しようとしてい

る。 

・いろいろな動物

の生活の仕方や体

のつくりに基づい

て分類しようとす

るとともに，日常

生活においても習

得した知識・技能

を活用して動物と

の関わりを深めよ

うとしている。" 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 無脊椎動物 

〈ザリガニや

アサリなどの

観察を通して

無脊椎動物の

特徴を知り，

無脊椎動物が

さらにいくつ

かのなかまに

分類できるこ

とを理解する 

【観察4】無脊椎

動物の観察 

「無脊椎動物の体

のつくりや行動を

調べる」 

 

 

 

 

 

 

 

★節足動物や軟体

動物の体のつくり

の特徴を理解し，

知識を身に付けて

いる。 

★無脊椎動物の観

察結果をわかりや

すく記録している

。" 

★脊椎動物と節足

動物や軟体動物の

共通点や相違点を

見いだし，観察結

果をまとめ，表現

している。 

 

 

 

 

 

 

・無脊椎動物の体

の特徴や運動の様

子に興味をもち進

んで関わり，科学

的に探究しようと

している。 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 動物の分類 

〈様々な動物

をその特徴を

もとに分類し

，結果をまと

めて活用して

いる〉 

【やってみよう】 

「動物を分類して

みよう」 

・生活の仕方や体

のつくりの特徴な

ど，動物の共通点

や相違点を理解し

，動物を分類する

ための知識を身に

付けている。 

・動物の共通点や

相違点に基づいて

動物を分類できる

ことを見いだし，

表現している。 

★習得した知識を

活用して，動物の

共通点に基づいた

分類表や検索表を

作成に向け科学的

に探究している。 

探究活動 植物の分類を活用する（2時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

これまでに学習してきた植物の

分類を活用して，自分だけの植

物図鑑をつくり，いろいろな植

物の共通点によって図鑑が整理

されていることを理解する。

   

植物図鑑を作る活動を通して，

いろいろな植物の共通点や相違

点を見いだすとともに，植物を

分類するための観点や基準を見

いだして表現しているなど，科

学的に探究している。 

  植物の分類に関する事物・

現象に進んで関わり，見通しを

もったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。科学的に探究しようとし

ている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

3 

植物の分類を

活用する 

〈様々な植物

について，こ

れまでに学習

した特徴をも

とに，共通点

や相違点から

なかま分けを

する検索カー

ド作りによっ

て，知識を活

用する〉" 

【探究活動】 

「植物の分類を

活用して植物図

鑑をつくる」" 

 

・カードに，分類

の観点である共通

点や相違点を記述

している。 

 

・実験の結果か

ら，化学変化に伴

う熱の出入りなど

について，自らの

考えを導いたりま

とめたりして，表

現している。 

・化学変化と熱の

学習に進んで関わ

り，それらを科学

的に探究しようと

するとともに，事

象と日常生活と関

連付けて考えよう

としている。 

 

 

単元３ 身近な物理現象 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 光の反射や屈折，凸レンズの

働きについての基本的な概念や

原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本

的な技能を身に付けている。 

  光について，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験な

どを行い，光の反射や屈折，凸

レンズの働きの規則性や関係性

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

 光に関する事物・現象に進ん

で関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 
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１章 光の性質（9時間） 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

１ 1 光の進み方

とものの見え

方 

〈光が進む様

子を観察し，

光が直進する

ことや光源か

ら出た光が目

に届くことで

見えることを

見いだして理

解する〉 

 ・空気中，水中，

ガラスの中などを

光が直進すること

，ものの見え方に

ついて理解してい

る。 

・光が進む様子を

見通しをもって観

察し，光が直進す

ることや，光源か

ら出た光が目に届

くことでものが見

えることを見いだ

して表現している

。 

★光が進むときの

事物・現象につい

て進んで関わり，

見通しをもったり

振り返ったりする

など，科学的に探

究しようとしてい

る。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2  光の反射 

〈光の反射の

実験を行い，

光が水やガラ

スなどの物質

の境界面で反

射するときの

規則性を見い

だして理解す

る〉 

" 

 

 

【実験 1】光の反

射 

「光を鏡で反射さ

せて反射光の進み

方を調べる」 

 

【やってみよう】 

「鏡に映る像の位

置を調べてみよ

う」" 

 

 

 

★光が反射すると

きの規則性につい

て理解している。 

★入射角と反射角

を調べる技能や，

入射光と反射光の

道筋と像の位置を

作図する技能を身

に付けている。 

 

 

 

 

★光の反射につい

て問題を見いだし

て課題を設定し，

光の反射の実験を

見通しをもって行

い，光の反射の規

則性を見いだして

表現している。 

★鏡に映った像の

位置を，反射の法

則と光の直進性か

ら考察して表現し

ている。 

・光の反射に関す

る事物・現象につ

いて進んで関わ

り，見通しをもっ

たり振り返ったり

するなど，科学的

に探究しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 光の屈折 

〈光の屈折の

実験を行い，

光が水やガラ

スなどの物質

の境界面で屈

折するときの

規則性を見い

だして理解す

る〉 

【実験 2】光の屈

折 

「光がガラスを通

るときの進み方を

調べる」 

"★光が屈折すると

きの規則性や全反

射について理解し

ている。 

★入射角と屈折角

を調べる技能や，

入射光と屈折光の

道筋を作図する技

能を身に付けてい

る。" 

★光の屈折の実験

を見通しをもって

行い，光の屈折の

規則性を見いだし

て表現している。 

・光の屈折に関す

る事物・現象につ

いて進んで関わ

り，見通しをもっ

たり振り返ったり

するなど，科学的

に探究しようとし

ている。 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 凸レンズの

はたらき 

〈凸レンズの

働きについて

の実験を行

い，物体の位

置と像のでき

方との関係を

見いだして理

解する〉 

【実験 3】凸レン

ズによる像 

「凸レンズによる

像のでき方を調べ

る」 

【やってみよう】 

「目の模型をつく

ってみよう」 

 

★物体の位置と凸

レンズによる像の

でき方について理

解している。 

★凸レンズによる

像の規則性を調べ

る技能や，凸レン

ズによる像を作図

する技能を身に付

けている。 

・凸レンズによる

像をつくる実験を

見通しをもって行

い，像のでき方の

規則性を見いだし

て表現している。 

 

 

 

★凸レンズの働き

に関する事物・現

象について進んで

関わり，見通しを

もったり振り返っ

たりするなど，科

学的に探究しよう

としている。 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 光と色 

〈白色光はプ

リズムによっ

ていろいろな

色の光に分か

れることにつ

いて知る〉 

【やってみよう】 

「虹をつくってみ

よう」 

"★白色光がプリズ

ムによっていろい

ろな色の光に分か

れることを理解し

ている。 

★光をいろいろな

色の光に分ける技

能を身に付けてい

る。" 

・白色光をプリズ

ムに入射させたと

きの様子を見通し

をもって観察し，

光の屈折と白色光

がいろいろな色の

光に分かれること

の関係性を見いだ

して表現している 

・光と色に関する

事物・現象につい

て進んで関わり，

見通しをもったり

振り返ったりする

など，科学的に探

究しようとしてい

る。 

 

２章 音の性質（４時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

  音に関する事物・現象を日

常生活や社会と関連付けなが

ら，音の性質についての基本的

な概念や原理・法則などを理解

しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けて

いる。 

 音について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験など

を行い，音の性質の規則性や関

係性を見いだして表現している

など，科学的に探究している。 

 音に関する事物・現象に進ん

で関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 音の発生と

伝わり方 

〈音がどこを

伝わるか調べ

る実験をし，

音はものが振

動することに

よって生じ空

気中などを伝

わることを見

いだして理解

するとともに

，空気中を伝

【やってみよう】 

「音がどこを伝わ

っているか調べて

みよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・音はものの振動

によって発生し，

空気中などを伝わ

ることを理解して

いる。 

・音がどこを伝わ

るか調べる技能を

身に付けている。 

 

 

 

 

 

 音について，問

題を見いだし見通

しをもって観察，

実験などを行い，

音の性質の規則性

や関係性を見いだ

して表現している

など，科学的に探

究している。 

 

 

 

 

 音に関する事物

・現象に進んで関

わり，見通しをも

ったり振り返った

りするなど，科学

的に探究しようと

している。 
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２ 

わる音のおよ

その速さを知

る〉 

2 音の大きさ

や高さ 

音についての

実験を行い，

音の高さや大

きさは発音体

の振動の仕方

に関係するこ

とを見いだし

て理解する〉 

 

 

 

 

 

【実験4】音の大

きさや高さ 

「弦をはじいたと

きの音の大きさや

高さを調べる」 

 

【やってみよう】 

「楽器をつくって

演奏してみよう」 

 

 

 

 

 

 

 

★音の大きさや高さ

と音源の振動の関係

について理解してい

る。 

★弦を用いて，音の

大きさや高さと音源

の振動の関係を調べ

る技能を身に付けて

いる。 

 

 

 

 

★音の大きさや高さ

について問題を見い

だして課題を設定

し，音の大きさと高

さについて調べる実

験を見通しをもって

行い，音の大きさや

高さの規則性を見い

だして表現してい

る。 

 

 

 

・音の大きさや高さ

に関する事物・現象

について進んで関わ

り，見通しをもった

り振り返ったりする

など，科学的に探究

しようとしている。 

 

 

３章 力のはたらき（7時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

力の働きに関する事物・現象を

日常生活や社会と関連付けなが

ら，力の働きについての基本的

な概念や原理・法則などを理解

しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けて

いる。 

 力の働きについて，問題を見

いだし見通しをもって観察，実

験などを行い，力の働きの規則

性や関係性を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究して

いる。 

 力の働きに関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 力のはたら

きと種類 

〈物体に力を

働かせる実験

を行い，物体

に力が働くと

その物体が変

形したり動き

始めたり，運

動の様子が変

わったりする

ことを見いだ

して理解する 

 

 

 

【やってみよう】 

「力を探して分類

してみよう」" 

 

 

 

 

 

 

・物体に力が働く

とその物体が変形

したり動き始めた

り，運動の様子が

変わったりするこ

とや，様々な力が

あることを見いだ

して理解している 

・力の働きを分類

する活動を行い，

物体に力を加えた

ときの変化を見い

だして表現してい

る。 音について

，問題を見いだし

見通しをもって観

察，実験などを行

い，音の性質の規

則性や関係性を見

いだして表現して

いるなど，科学的

に探究している。 

 

 

★力の働きと種類

に関する事物・現

象について進んで

関わり，見通しを

もったり振り返っ

たりするなど，科

学的に探究しよう

としている。 音

に関する事物・現

象に進んで関わり

，見通しをもった

り振り返ったりす

るなど，科学的に

探究しようとして

いる。 
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１ 2 力の表し方 

〈力は大きさ

と向きによっ

て表されるこ

と及び力の単

位として「ニ

ュートン」を

用いることを

知る〉" 

【やってみよう】 

「力の大きさ体感

してみよう」" 

 

 

 

 

"★力には作用点や

大きさ，向きの３

つの要素があるこ

と，力は矢印で表

せることについて

理解している。 

★矢印を用いて力

を作図する技能を

身に付けている。" 

・力には作用点や

大きさ，向きの３

つの要素があるこ

とを見いだして表

現している。 

・力の表し方につ

いて進んで関わり

，見通しをもった

り振り返ったりす

るなど，科学的に

探究しようとして

いる。 

３ "3 力の大き

さとばねの伸

び 

〈物体に力を

働かせる実験

を行い，ばね

に加える力の

大きさとばね

の伸びとの関

係について規

則性を見いだ

して理解する

とともに，重

さと質量との

違いについて

知る〉" 

【実験5】力の大

きさとばねの伸び 

「力の大きさとば

ねの伸びの関係を

調べる」" 

 

 

 

 

・力の大きさとば

ねの伸びの関係に

ついて理解してい

る。 

・重力と質量の違

いについて理解し

ている。 

・ばねに加わる力

とばねの伸びを調

べる技能や，力の

大きさとばねの伸

びの関係をグラフ

で表す技能を身に

付けている。" 

★力の大きさとば

ねの伸びの関係を

調べる実験を見通

しをもって立案し

て行い，力の大き

さとばねの伸びの

規則性を見いだし

て表現している。 

★力の大きさとば

ねの伸びに関する

事物・現象につい

て進んで関わり，

見通しをもったり

振り返ったりする

など，科学的に探

究しようとしてい

る。 

１ 4力のつり合い 

物体に働く２

力についての

実験を行い，

力がつり合う

ときの条件を

見いだして理

解する〉 

" 

 

 

【やってみよう】 

「つり合っている

２つの力の大きさ

と向きを調べてみ

よう」" 

 

 

 

 

★１つの物体に働

く２力のつり合い

の条件について理

解している。 

★２力がつり合う

ときの力の大きさ

や向きの関係を調

べる技能を身に付 

けている。" 

・物体に２力を加

える実験を見通し

をもって行い，つ

り合っている２力

の関係性を見いだ

して表現している

。 

・２力のつり合い

に関する事物・現

象について進んで

関わり，見通しを

もったり振り返っ

たりするなど，科

学的に探究しよう

としている。 

 

探究活動 全身を映せる鏡（2時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 光に関する事物・現象を日常

生活や社会と関連付けながら，

光の反射についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身に付けてい

る。力の働きに関する事物・現

象を身に付けている。 

 光について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験など

を行い，光の反射の規則性や関

係性を見いだして表現している

など，科学的に探究している。  

  光に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 
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毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全身を映せる

鏡 

〈光の反射の

法則と鏡に映

る像の位置を

もとに，身長

と全身を映せ

る鏡の長さの

関係性を見い

だす〉 

【探究活動】 

「全身を映せる鏡

の長さを調べる」 

【やってみよう】 

「力を探して分類

してみよう」" 

 

 

 

 

・全身を映せる鏡

の長さについて，

反射の法則をもと

に説明している。 

・全身が映せる鏡

の長さを調べる技

能や，全身が鏡に

映るときの光の道

筋を作図する技能

を身に付けている 

★全身を映せる鏡

の長さについて，

問題を見いだして

課題を設定し，全

身を映せる鏡の長

さを調べる実験を

見通しをもって立

案して行い，鏡の

大きさを見いだし

て表現している。 

・全身を映せる鏡

の長さに関する事

物・現象に進んで

関わり，見通しを

もったり振り返っ

たりして，習得し

た知識及び技能を

活用しながら課題

を解決しようとし

ている。 

 

単元４ 大地の変化 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

  大地の成り立ちと変化を地

表に見られる様々な事物・現象

と関連付けながら，身近な地形

や地層，岩石の観察，地層の重

なりと過去の様子，火山と地

震，自然の恵みと火山災害・地

震災害を理解しているととも

に，観察，実験などに関する技

能を身に付けている。 

 大地の成り立ちと変化につい

て，問題を見いだし見通しをも

って観察，実験などを行い，地

層の重なり方や広がり方の規則

性，地下のマグマの性質と火山

の形との関係性などを見いだし

て表現している。 

 大地の成り立ちと変化に関す

る事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返ったり

するなど，科学的に探究しよう

としている。 

 

 

１．地形や地層，岩石の観察（1時間）  

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

 

１章 火山（6時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 大地の成り立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象と

関連付けながら，火山活動や火

成岩と地球内部の働きについて

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

火山について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験など

を行い，地下のマグマの性質と

火山の形との関係性などを見い

だして表現しているなど，科学

的に探究している。 

火山に関する事物・現象に進ん

で関わり，見通しをもったり振

り返ったりするなど，科学的に

探究しようとしている。 
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毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１火山の活動 

Ａ火山噴出物 

Ｂ 火山の形

と噴火のよう

すのちがい 

（火山の形，

活動の様子及

びその噴出物

を調べ，それ

らを地下のマ

グマの性質と

関連付けてと

らえる〉" 

 

 

 

【観察1】火山噴

出物の観察 

「いろいろな火山

噴出物の特徴を調

べる」 

【やってみよう】 

「ねばりけのちが

いとできる火山の

形との関係を調べ

てみよう」 

【やってみよう】 

「マグマのねばり

けと火山の特徴を

表にまとめよう」

" 

・火山噴出物を観

察器具を使って観

察し，特徴を記録

している。 

・火山の形や活動

の様子を地下のマ

グマの性質と関連

付けて理解してい

る。 

 

★火山噴出物の特

徴から，火山噴出

物がマグマに由来

することについて

，自らの考えを導

いたりまとめたり

して，表現してい

る。 

★マグマの粘りけ

と溶岩の色，火山

の形，噴火活動の

様子の違いを関連

付け，自らの考え

を導いたりまとめ

たりして，表現し

ている。 

・火山噴出物に興

味をもち，火山噴

出物が地下のマグ

マに由来すること

を探究しようとし

ている。 

・火山の形や噴火

活動の様子につい

て関連性を考え，

地下のマグマの性

質との関係を見い

だそうとしている 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 マグマが固

まった岩石 

Ａ火山灰など

に含まれる粒 

Ｂマグマが固

まってできた

火成岩 

〈火山岩と深

成岩の観察を

行い，それら

の組織の違い

を成因と関連

付けてとらえ

る〉" 

 

 

 

 

【観察2】火山灰

の観察 

「火山灰や軽石に

含まれる鉱物の特

徴を調べる」 

【観察3】火成岩

の観察 

「火山岩と深成岩

のつくりのちがい

を調べる」 

【やってみよう】 

「結晶をつくって

冷え方によるちが

いを調べてみよう 

 

 

 

 

★火山灰や軽石に

含まれる鉱物を双

眼実体顕微鏡など

を使って観察し，

その特徴を記録し

ている。 

★火山岩，深成岩

をルーペなどを使

って観察し，それ

ぞれの組織の特徴

をとらえ，マグマ

の冷え方によって

火成岩の組織が違

うことを理解し，

知識を身に付けて

いる。 

 

 

・観察した鉱物の

特徴をまとめて分

類し，これらがマ

グマに由来するこ

とを見いだし，自

らの考えを導いた

りまとめたりして

，表現している。 

・火山岩，深成岩

の組織の違いとマ

グマの冷え方の関

係に気付こうとし

ている。 

 

・鉱物や，火山岩

と深成岩の特徴を

科学的に探究しよ

うとしている。 

・火成岩の結晶の

大きさやつくりの

違いとマグマの冷

え方に関係を見い

だそうとしている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 3火山の災害 

<自然がもたら

す恵み及び火

山災害につい

て調べ，これ

らを火山活動

の仕組みと関

連付けて理解

する> 

 

 

【やってみよう】 

「火山の災害につ

いて調べてみよう 

・自然がもたらす

火山災害について

調べ，これらを火

山活動の仕組みと

関連付けて理解で

きている。 

・自然がもたらす

火山災害について

調べ，記録する技

能を身に付けてい

る。 

・火山災害の特徴

を調べてまとめ，

表現している。 

★火山災害を火山

活動の仕組みと関

連付けて課題を設

定して調べ，噴火

警戒レベルやハザ

ードマップなど身

を守る仕組みに関

わろうとしている

。 
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２章 地震（6時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

大地の成り立ちと変化を地表に

見られる様々な事物・現象と関

連付けながら，地震の伝わり方

と地球内部の働きについての基

本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付

けている。 

 地震について，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験な

どを行い，揺れの大きさや伝わ

り方の規則性などを見いだして

表現しているなど，科学的に探

究している。 

 地震に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

２ 1地震の揺れの

大きさ 

Ａ地震の規模 

Ｂ地震とは何

か〈地震の記

録をもとに，

地震の揺れの

大きさや規模

と地震の発生

について理解

する 

 ・震度とマグニチ

ュードの違いを理

解している。 

・地震の発生，震

源，震央について

理解し，知識を身

に付けている。"・ 

・地震が発生され

た際に発表される

，震度とマグニチ

ュードに注目し，

それぞれがどのよ

うに使われている

かを考え，まとめ

表現している。 

★日本付近は地震

が多く発生するこ

とに興味をもち，

震度やマグニチュ

ード，地震の発生

について課題を設

定し説明しようと

している。 

３ 2 地面の揺れ

の伝わり方 

 

3 地面の揺れ

方の規則性 

〈地震の記録

をもとに，地

震の揺れの伝

わり方や規則

性に気付く〉 

 

4 地震の災害 

（自然がもた

らす地震災害

について調べ

て理解する〉" 

 

 

"【実習1】地震に

よる地面の揺れの

広がり方 

「地震による地面

の揺れの広がり」 

【実習2】地震に

よる地面の揺れの

伝わり 

「地震計の記録か

ら地面の揺れの規

則性を調べる」" 

【やってみよう】 

「地震によって起

こる液状化の現象

を実験で確かめて

みよう」 

 

 

★地震の発生から

揺れ始めるまでの

時間を地図上に色

分けして表すこと

ができ，初期微動

，主要動，P波，S

波など，地震の揺

れの特徴について

理解し，知識を身

に付けている。 

 

・自然がもたらす

地震災害について

理解している。 

・自然がもたらす

地震災害について

調べ，記録する技

能を身に付けてい

る。 

★地震の揺れの広

がり方や震源から

の距離と揺れ始め

るまでの時間との

関連を見いだし，

自らの考えを導い

たりまとめたりし

て，表現している 

 

 

。 

・地震災害の特徴

を調べてまとめ，

表現している。 

 

・地震の揺れの広

がり方や，揺れの

伝わる速さなどに

ついて探究しよう

としている。 

 

 

 

 

 

 

★地震災害に関す

る具体的な事例や

警報など災害から

身を守る仕組みに

ついて関わろうと

している。 
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３章 地層（5時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 大地の成り立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象と

関連付けながら，地層の重なり

と過去の様子についての基本的

な概念や原理・法則などを理解

しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身に付けて

いる。 

 地層の重なりと過去の様子に

ついて，問題を見いだし見通し

をもって観察，実験などを行

い，地層の重なり方や広がり方

の規則性などを見いだして表現

しているなど，科学的に探究し

ている。 

  地層の重なりと過去の様子

に関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返

ったりするなど，科学的に探究

しようとしている。 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

１ 1地層のでき方 

〈地層のでき

方を考察し，

重なり方の規

則性を見いだ

す〉 

 

" 

 

【やってみよう】 

「土砂の堆積のよ

うすを調べてみよ

う」 

 

 

 

 

・れき，砂，泥な

ど，粒の大きさと

沈み方の関係を実

験で調べ記録して

いる。 

・地層のでき方の

規則性や流水によ

る地形のでき方を

理解し，知識を身

に付けている。 

★流水の働きと堆

積物の粒の大きさ

との関係や規則性

を見いだし，流水

によっていろいろ

な地形ができるこ

とについて，自ら

の考えを導いたり

まとめたりして，

表現している。 

・地層について興

味をもち，地層の

でき方や重なり方

を探究しようとし

ている。 

２ 2 地層の観察 

〈野外観察を

行い，観察記

録をもとに，

地層のでき方

を考察し，重

なり方や広が

りについての

規則性を見い

だす〉 

 

 

 

 

 

【観察4】地層の

観察 

「地層のようすを

調べ，この地層が

できた当時のこと

を考える」 

【やってみよう】 

「柱状図から地層

の広がりを考えて

みよう」" 

 

 

 

 

★地層を観察し，

それらの様子をス

ケッチし，特徴を

記録している。 

★地層が堆積した

当時の様子や断層

やしゅう曲など大

地の変動の影響を

理解している。 

★複数の地点の柱

状図から地層の広

がりを再現しする

ことがで，地層が

広い範囲に広がっ

ていることを理解

している。 

 

 

 

 

 

 

 

・観察結果から，

地層の堆積した場

所や環境を推測す

ることができ，観

察結果をわかりや

すくまとめ発表し

ている。 

・複数の地点の地

層の柱状図などを

比較し，地層の広

がりを推定し，自

らの考えを導いた

りまとめたりして

，表現している。" 

★地層のつくりや

重なり方に興味を

もち，主体的に野

外観察を行ってい

る。 

★観察結果や資料

から，地層の広が

りや地層のつなが

りを調べようとし

ている。" 
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３ 3堆積岩と化石 

Ａ 堆積物が

固まってでき

た堆積岩 

Ｂ 化石 

〈地層をつく

る岩石とその

中の化石など

を手掛かりに

して過去の環

境と年代を推

定する〉 

【観察5】堆積岩

の観察 

「堆積岩のつくり

と構成物質のちが

いを調べる」 

 

【やってみよう】 

「化石を観察して

みよう」 

 

"★双眼実体顕微鏡

やルーペなどを使

って堆積岩や化石

を観察し，それら

の様子をスケッチ

し，特徴をまとめ

ている。 

★堆積岩の特徴，

示相化石や示準化

石について理解し

，知識を身に付け

ている。 

 

・地層の様子，堆

積岩，化石の特徴

をもとに地層ので

きた時代や当時の

自然環境について

推定し表現してい

る。 

・地層をつくる岩

石や化石などに興

味ををもち，堆積

した当時の自然環

境や年代を探究し

ようとしている。 

 

 

 

４章 大地の変動（4時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 大地の成り立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象と

関連付けながら，大地の変動と

地球内部の働きや自然の恵みと

火山災害・地震災害についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

大地の変動や自然の恵みと火山

災害・地震災害について，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，地下のマ

グマの性質と火山の形との関係

性などを見いだして表現してい

るなど，科学的に探究してい

る。 

 大地の変動や自然の恵みと火

山災害・地震災害に関する事

物・現象に進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとし

ている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 火山や地震と

プレート 

Ａ世界のプレート 

Ｂ 日本付近のプ

レート 

〈火山活動や地震

がプレート同士の

境界で起こること

，日本付近では海

のプレートが陸の

プレートの下に沈

みこんでいること

から火山活動や地

震が起こることを

理解する〉" 

 

 

やってみよう】 

「どのような場所

に火山や地震が多

いか調べてみよう

」 

 

 

 

【やってみよう】 

「土砂の堆積のよ

うすを調べてみよ

う」 

 

 

 

 

 

★世界の地形図と

火山・震央の分布

図及びプレートの

動きの関係を読み

取ることができる 

★世界の地形図と

火山・震央の分布

図及びプレートの

動きの関係を読み

取り，火山や地震

とプレートの関係

を理解している。 

★日本付近の震源

の分布の特徴とプ

レートの動きを関

連付けて理解して

いる。 

★世界の火山と震央の

分布とプレートの動き

との関係を考えること

ができ，地球内部の働

きから地震や火山活動

の起こる仕組みを見い

だし，自らの考えを導

いたりまとめたりして

，表現している。 

★地震の震央と震源の

深さの分布から，日本

付近では，どこで地震

が多く起こっているか

立体的にとらえ，その

特徴を考えまとめ，表

現している。" 

 

・火山活動や地震

プレートの動きと

，地球内部の働き

との関わりを調べ

ようとしている。 

・日本付近で起こ

る地震の場所と，

地震の原因を地球

内部の働きと関連

付けて調べようと

している。 

"地層について興味

をもち，地層ので

き方や重なり方を

探究しようとして

いる。 
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１ 

 

 

3 自然の恵み

と災害 

Ａ 自然のも

たらす災害 

Ｂ 自然の恵

み 

〈自然がもた

らす恵みや火

山災害と地震

災害について

調べ，これら

を火山活動や

地震発生の仕

組みと関連付

けて理解する 

【やってみよう】 

「自然の恵みや災

害について調べて

みよう」" 

 

 

 

 

・自然がもたらす

恵みや火山災害と

地震災害について

調べ，まとめるこ

とができる。 

 

★・自然がもたら

す恵みや火山災害

と地震災害の特徴

を調べてまとめ，

表現している。 

★自然がもたらす

恵みや火山災害と

地震災害に関する

具体的な事例に進

んで関わり，それ

らを科学的に探究

しようとしている

。 

 

探究活動 探究活動 震源はどこか（2時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 大地の成り立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象と

関連付けながら，地震の伝わり

方と地球内部の働きについての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

 地震について，問題を見いだ

し見通しをもって観察，実験な

どを行い，地下のマグマの性質

と火山の形との関係性などを見

いだして表現しているなど，科

学的に探究している。。 

 地震に関する事物・現象に進

んで関わり，見通しをもったり

振り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

2 

震源はどこか 

<複数の地点の

地震の記録を

もとに，震源

を特定するこ

とができる> 

 

 

【探究活動】 

「地震が発生した

場所（震源）をつ

きとめる」" 

 

 

 

・P波，S波，初期

微動継続時間の特

徴をもとに複数の

地点での震源まで

の距離を計算し，

作図によって震源

の位置を確かめよ

うとしている。 

・P波，S波，初期

微動継続時間の特

徴をもとに震源ま

での距離を計算

し，作図によって

震源の位置を求め

られることを理解

し，知識を身に付

けている。 

・P波，S波，初期

微動継続時間の特

徴をもとに震源の

位置について考え

をまとめ，表現し

ている。 

★これまでに学ん

だ P波，S波，初

期微動継続時間の

特徴について振り

返り，課題を解決

するとともに，震

源を推定する探究

活動を主体的に取

り組もうとしてい

る。 
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単元２ 物質のすがた 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，物質のすが

た，水溶液，状態変化を理解し

ているとともに，それらの観

察，実験などに関する技能を身

に付けている。 

身のまわりの物質について，

問題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，物質の

性質や状態変化における規則性

を見いだして表現している。 

 身のまわりの物質に関する事

物・現象に進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとし

ている。 

１章 いろいろな物質（5時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，身のまわり

の物質とその性質についての基

本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身に付

けている。 

 物質のすがたについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，物質の性

質における規則性を見いだして

表現しているなど，科学的に探

究している。 

 物質のすがたに関する事物・

現象に進んで関わり，見通しを

もったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 身のまわり

の物質 

Ａ 物質とは

何か 

Ｂ 物質の性

質を調べる方

法 

〈身のまわり

の物質の性質

に着目して物

質を分類でき

ることを見い

だして理解す

る。加熱の仕

方，実験器具

の操作，記録

の仕方などの

技能を身に付

ける。また，

身のまわりの

物質は有機物

と無機物に分

けられること

を知る。〉" 

 

"【基本操作】 

「化学実験に使う

主な器具」 

 

【基本操作】 

「化学実験に使う

主な器具の使い

方」 

【やってみよう】 

「身のまわりのも

のがどのような物

質でできているか

例をあげてみよ

う」 

【実験 1】白い粉

末の区別 

「3種類の白い粉

末 A，B，Cの性質

を調べて区別す

る」 

【やってみよう】 

「身のまわりの物

質を有機物と無機

物に分けてみよ

う」" 

・有機物と無機物

の性質の違いを理

解し，知識を身に

付けている。 

・薬品や器具の使

い方，ガスバーナ

ーなど加熱器具の

基本操作を身に付

けている。 

・実験結果を整理

し，自分の考えを

表などにまとめる

ことができてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★身のまわりの物

質とその性質に関

する事物・現象の

中に問題を見いだ

し，見通しをもっ

て実験を行い，物

質の固有の性質と

共通の性質につい

て，自らの考えを

導いたりまとめた

りして，表現して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身のまわりの物

質に興味をもち，

物質の性質を利用

して区別しようと

するとともに，事

象と日常生活との

関係について調べ

ようとしている。 
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１ 2 金属の性質 

〈金属に共通

な性質を調べ

る実験を行

い，金属には

導電性や金属

光沢の共通性

質がある〉 

【やってみよう】 

「金属に共通な性

質を調べてみよ

う」 

【観察 1】生物の

顕微鏡観察 

「植物と動物のつ

くりを調べる」 

★金属と非金属の

性質の違いについ

て理解し，知識を

身に付けている。 

★金属と非金属を

区別する方法を身

に付けている。 

 

・金属に共通な性

質を調べる実験を

行い，実験結果に

基づいて金属と非

金属を区別するこ

とができている。 

・金属が使用され

ている場面などを

考え，金属の性質

について問題を見

いだし，探究しよ

うとしている。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 密度 

（同じ体積で

も質量が異な

るものがある

ことを知り，

物質を区別す

る手掛かりに

なることを見

いだす。ま

た，公式を使

って体積と質

量から密度を

計算をし，物

質の密度を求

める技能を身

に付ける。 

【やってみよう】 

「密度を調べてみ

よう」 

 

 

 

・物質によって密

度が違うことを理

解し，密度につい

ての知識を身につ

けている。 

・電子てんびんや

メスシリンダーの

基本操作を身に付

けている。 

 

★物質の体積と質

量の関係に着目

し，密度の違いか

らいろいろな物質

を区別することが

できている。 

 

★密度が物質を区

別する手掛かりに

なることに関心を

もち，いろいろな

物質について調べ

ようとしている。 

 

２章 気体の発生と性質（4時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，気体の発生

と性質についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究する

ために必要な観察， 実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。 

 気体の発生と性質について，

問題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，物質の

性質における規則性を見いだし

て表現しているなど，科学的に

探究している。 

 気体の発生と性質に関する事

物・現象に進んで関わり，見通

しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとし

ている。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 身のまわり

の気体 

Ａ 気体の性

質の調べ方 

Ｂ 酸素と二

酸化炭素の性

質 

 

（気体を発生

【基本操作】 

「気体の性質の調

べ方」 

 

【基本操作】 

「気体の集め方」 

 

【実験 2】身のま

わりの気体の性質 

"★気体の性質を調

べる方法を理解

し，知識を身に付

けている。 

★発生する気体を

予想し，その特性

に応じた捕集法を

選択することがで

きている。" 

★身のまわりの気

体とその性質に関

する事物・現象の

中に問題を見いだ

し，見通しをもっ

て実験を行い，そ

れぞれの気体に特

有の性質があるこ

とを見いだして，

・身のまわりの気

体に興味をもち，

意欲的に探究しよ

うとするととも

に，日常生活と関

連付けて考えよう

としている。 
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させてその性

質を調べる実

験を行い，気

体の種類によ

る特性を理解

するととも

に，気体を発

生させる方法

や捕集法など

の技能を身に

付ける〉 

「酸素と二酸化炭

素の性質を調べ

る」 

【やってみよう】 

「身のまわりの物

質で気体を発生さ

せてみよう」 

" 

 

 

 

表現している。 

１ 

 

 

 

 

 

 

2 いろいろな

気体の性質 

〈いろいろな

気体につい

て，それぞれ

に特有の性質

があることを

知る〉 

【やってみよう】 

「アンモニアの噴

水をつくってみよ

う」 

 

 

 

・それぞれの気体

に特有の性質があ

ることを理解し，

知識を身に付けて

いる。 

 

★いろいろな気体

の性質について，

基準を決めてまと

めることができ，

気体が関係する現

象について原理を

説明できている。 

★いろいろな気体

に興味をもち，そ

れらにどのような

性質があるか，科

学的に探究しよう

としている。 

 

３章 物質の状態変化（6時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，状態変化と

熱，物質の融点と沸点について

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

に付けている。 

 状態変化について，問題を見

いだし見通しをもって観察，実

験などを行い，物質の性質や状

態変化における規則性を見いだ

して表現しているなど，科学的

に探究している。 

 状態変化に関する事物・現象

に進んで関わり，見通しをもっ

たり振り返ったりするなど，科

学的に探究しようとしてい

る。。 

 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 状態変化と

質量・体積 

Ａ 固体⇄液

体の状態変化 

Ｂ 液体⇄気

体の状態変化 

（物質の状態

変化について

観察，実験を

行い，状態変

化によって物

質の体積は変

化するが質量

は変化しない

【実験 3】液体⇄

固体の状態変化 

「ろうの状態が変

化するときの体積

と質量の変化を調

べる」 

 

【やってみよう】 

「エタノールで液

体⇄気体の状態変

化を調べてみよ

う」 

 

 

★状態変化によっ

て，体積は変化す

るが質量は変化し

ないこと，また，

その際，物質の状

態が変わるだけ

で，物質そのもの

は変化しないこと

を理解し，知識を

身に付けている。 

 

 

 

 

・ろうや水，エタ

ノールの状態変化

に関する事物・現

象の中に問題を見

いだし，見通しを

もって実験を行

い，状態変化によ

って体積は変化す

るが質量は変化し

ないこと，また，

その際，物質の状

態が変わるだけ

で，物質そのもの

は変化しないこと

・物質の状態変化

に興味をもち，状

態変化に伴って体

積や質量がどのよ

うに変化するか，

日常生活と関連づ

けて見通しをもっ

たり振り返ったり

するなど，科学的

に探究しようとし

ている。 
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ことを見いだ

して理解す

る〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を見いだして理解

し，表現してい

る。 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 状態変化と

粒子の運動 

〈物質の状態

変化における

規則性を見い

だし，粒子の

モデルと関連

づけて理解す

る。状態変化

によって粒子

の運動の様子

が変化してい

ることを知る 

【やってみよう】 

「エタノールの状

態変化を粒子のモ

デルで説明してみ

よう」 

 

【やってみよう】 

「粒子の動きを体

で表現してみよ

う」" 

 

 

 

・物質の状態変化

を粒子のモデルと

関連付けて理解

し，知識を身に付

けている。★ガス

バーナーや電子て

んびんの操作を身

に付けている。 

 

★物質の状態変化

では，粒子のサイ

ズや数が変化せず

，粒子の運動の様

子が変化している

ことを，粒子のモ

デルを使って表現

している。 

★他者との対話を

通して，物質の状

態変化を粒子のモ

デルを使ってどの

ように表現するか

まとめようとして

いる。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 状態変化と

温度 

 

〈物質は融点

や沸点を境に

状態が変化す

ることや，融

点や沸点は物

質の種類によ

って決まって

いること，融

点や沸点の測

定により未知

の物質を推定

できることを

理解する〉" 

 

 

【やってみよう】 

「エタノールの温

度変化をグラフに

示してみよう」 

 

【基本操作】 

「グラフのかき方

①」" 

 

 

 

 

"★物質の状態変化

が起こっている間

は加熱や冷却を続

けても温度が変わ

らないことに着目

しながら，物質は

融点や沸点を境に

状態が変化するこ

とや，融点や沸点

は，物質の種類に

よって決まってい

ることを理解し，

知識を身に付けて

いる。 

★物質の状態が変

化するときの温度

変化をグラフに表

すことができる。" 

・物質の状態が変

化するときの温度

変化のグラフから

，加熱した時間と

物質の温度変化の

関係を読み取り，

その関係を考察し

て，表現している 

・物質の融点や沸

点について，身の

まわりの事物・現

象を振り返りなが

ら，見通しをもっ

て学習に取り組も

うとしている。 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

"4 蒸留 

〈沸点の違い

を利用して，2

種類の液体の

混合物から物

質を分離でき

ることを見い

だして理解す

る〉 

 

 

【実験4】蒸留 

「赤ワインを加熱

してエタノールを

とり出せるか調べ

る」" 

 

 

 

 

"・沸点の違いを利

用して混合物から

物質が分離できる

ことを理解してい

る。 

・蒸留に関する実

験操作や，実験の

計画的な実施，結

果の記録や整理の

仕方を身につけて

いる。 

・混合物を加熱す

る実験を行い，沸

点の違いを利用し

て物質を分離でき

ることを見いだし

て表現している。 

★2種類の液体の混

合物から沸点の違

いを利用して物質

を分離できるか調

べる実験に見通し

をもって取り組み

，日常生活と関連

づけて考えようと

している。 
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４章 水溶液（5時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，水溶液につ

いての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身に付けている。 

 水溶液について，問題を見い

だし見通しをもって観察，実験

などを行い，物質の性質におけ

る規則性を見いだして表現して

いるなど，科学的に探究してい

る。 

 水溶液に関する事物・現象に

進んで関わり，見通しをもった

り振り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

毎時の評価規準 

評価の方法については、授業の際に行動観察、レポート、ペーパーテスト等を用いて評価を実施する。 

時

数 

項目 

〈項の目標〉 

観察・実験 評価規準例 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度 

１ 

 

 

 

 

 

 

1 物質の溶解

と粒子 

〈物質の水へ

の溶解を粒子

のモデルと関

連付けて理解

する〉" 

【やってみよう】 

「コーヒーシュガ

ーが水に溶けるよ

うすをモデルで表

してみよう」" 

 

 

・水溶液の中では

溶質が均一に分散

していることを粒

子のモデルと関連

付けて理解し，知

識を身に付けてい

る。 

★物質が水に溶け

る仕組みについ

て，粒子のモデル

と関連付けて，規

則性を見いだして

表現している。・ 

 

・物質が水に溶け

る現象に興味をも

ち，習得した知

識・技能を活用し

て，見通しをもっ

て学習に取り組も

うとしている。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 溶解度と再結

晶 

〈溶液の温度を下

げたり，溶媒を蒸

発させたりする実

験を通して，溶液

から溶質をとり出

すことができるこ

とを溶解度と関連

付けて理解すると

ともに，再結晶は

純粋な物質をとり

出す方法の一つで

あることを理解す

る〉 

 

【基本操作】 

「ろ過」 

 

【実験5】再結晶 

「水溶液から物質

をとり出す」 

 

【やってみよう】 

「塩化アンモニウ

ムの雪を降らせて

みよう」" 

 

 

 

 

★溶液の温度を下げた

り，溶媒を蒸発させた

りする実験を通して，

溶液から溶質を取り出

すことができることを

溶解度と関連づけて理

解することや，溶解度

が物質によって異なる

ことを理解している。 

★溶液の温度を下げた

り，溶媒を蒸発させた

りする実験について基

本操作を習得するとと

もに，実験を計画的に

行うことや，結果の記

録や整理の仕方を身に

つけている。 

・溶解度と再結晶

に関する実験を見

通しをもって行い

，溶液から溶質を

取り出せる理由に

溶解度が関係して

いることを見いだ

して表現している 

★溶解度と再結晶

に関する事物・現

象に進んで関わり

，見通しをもった

り振り返ったりす

るなど，科学的に

探究しようとして

いる。 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3水溶液の濃度 

〈質量パーセ

ント濃度の公

式を使って水

溶液の濃さを

求めることが

できることを

理解する。 

 ★水溶液の濃さは

質量パーセント濃

度で表すことがで

き，質量パーセン

ト濃度は計算で求

められることを理

解し，知識を身に

付けている。 

 

 

 

・水溶液の濃度に

ついて問題を見い

だして表現してい

る。 

・水溶液の濃度の

学習に進んで関わ

り，他者との対話

を通して，水溶液

の濃さを表す方法

について課題を設

定しようとしてい

る。 

 


